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第
九
条
中
「
古
い
連
結
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
」
の
下
に「（
当
該
合
併
等
事
業
年
度
等
が
当
該
法
人
の
設
立
の
日

の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
併
等
事
業
年
度
等
）」を
加
え
、「
開
始
の
日
（
当

該
適
格
合
併
」
を
「
開
始
の
日
（
当
該
適
格
合
併
等
」
に
改
め
、「（
当
該
適
格
合
併
が
法
人
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る

場
合
を
含
む
。）」
及
び「（
当
該
適
格
合
併
が
法
人
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
適
格
合
併
の
日

の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
開
始
の
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
の
当
該
適
格
合
併

の
」
を
「
の
当
該
適
格
合
併
等
の
」
に
、「
期
間
）
は
、」を
「
期
間
）
を
」
に
、「
み
な
し
て
」
を
「
み
な
し
、
適
格
合
併

等
に
係
る
法
第
五
十
三
条
第
十
五
項
の
法
人
の
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
合
併
等
事
業
年
度
等
が
設
立
日
（
当
該
法

人
の
設
立
の
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
被
合
併
法
人
等
九
年
前
連
結
事
業
年
度
開
始
日
が
当
該
設
立
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
被
合
併
法
人
等
の
当
該

設
立
日
の
前
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
開
始
の
日
（
当
該
被
合
併
法
人
等
が
当
該
設
立
日
以
後
に
設

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
設
立
日
の
一
年
前
の
日
）
か
ら
当
該
前
日
ま
で
の
期
間
を
当
該
法
人
の
連
結

事
業
年
度
と
み
な
し
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
七
中
「
第
十
四
条
の
規
定
」
を
「
の
規
定
」
に
、「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
居
宅
介

護
の
う
ち
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
若
し
く
は
短
期
入
所
療
養
介
護
、
同
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
介
護
予
防
の
う
ち
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
若
し
く
は
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
同
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
介
護

の
う
ち
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
の
規
定
に
基

づ
く
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
（
法
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ

く
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
及
び
改
正
前
の
生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
を
い
う
。）に
係

る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九

号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
前
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、

同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百

八
号
）
第
十
六
条
の
賦
課
金

第
二
十
四
条
の
六
第
一
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
十
四
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
第
四
十
二

条
の
十
第
五
項
」
及
び
「
、
第
六
十
八
条
の
十
四
第
五
項
」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
五
項
」
を
削
る
。

第
三
十
六
条
の
十
第
二
項
第
五
号
中
「
及
び
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
」
を
「
、
認
知
症
対
応
型
老

人
共
同
生
活
援
助
事
業
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
五
の
二
第
二
項
中
「
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法

律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
関
西
国
際
空
港
及
び
大

阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
十
の
七
に
お
い
て
「
関
空
等
統
合
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第

二
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
」
を
「
関
空
等
統
合
法
附
則
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）」に
改
め
、「
告
示
さ
れ
た

区
域
」
の
下
に
「
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
区
域
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
第
六
条
第

一
項
第
二
号
」
を
「
関
空
等
統
合
法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
航
空
保
安
施
設
」
を
「
両
空
港
航
空
保
安
施
設
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
買
い
入
れ
る
土
地

第
三
十
七
条
の
五
の
二
第
三
項
中
「
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
関
空
等
統
合
法
第

十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
指
定
造
成
事
業
者
」
を
「
指
定
会
社
」
に
、「
前
項
各
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
改
め

る
。第

四
十
八
条
の
九
の
十
四
を
第
四
十
八
条
の
九
の
十
五
と
し
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の

十
三
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
四
十
八
条
の
九
の
十
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
八
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
を
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
九
の
九
を
第
四
十
八
条
の
九
の
十
と
し
、
第
四
十
八
条
の
九
の
八
を
第
四
十
八
条
の
九
の
九
と
し
、

第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
給
与
支
払
報
告
書
等
の
提
出
の
特
例
）

第
四
十
八
条
の
九
の
八

法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
七
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
報
告
書
を
提

出
す
べ
き
者
は
、
そ
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
提
出
し
よ
う
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
光
デ
ィ
ス
ク

等
の
種
類
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
同
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
市
町
村
の
長
は
、
同
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
つ
き
承
認
を
し
、
又

は
承
認
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

第
四
十
八
条
の
十
七
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
八
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
十
ま
で
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九

か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
ま
で
」
に
、「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
八
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
九
」
に
、「
第
四

十
八
条
の
九
の
九
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」
に
、「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十

一
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
九
の
八
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
の
十
五
第
二
項
第
七
号
中
「
及
び
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
」
を
「
、
認
知
症
対
応
型

老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
十
の
七
中
「
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
」
を
「
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
が
」
に
、「
関
西
国
際

空
港
株
式
会
社
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
関
空
等
統
合
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
固
定
資
産
（
」
の
下
に
「
関
空
等
統
合
法
附
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
」
を
、「
告
示
さ
れ
た
区
域
」

の
下
に
「
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
区
域
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
航
空
保
安
施
設
」
を「
両
空
港
航
空
保
安
施
設
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

関
空
等
統
合
法
第
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
造
成
及
び
管
理
す
る
緩
衝
地
帯
の
用
に
供
す

る
土
地
で
あ
つ
て
、
他
の
者
に
貸
し
付
け
る
土
地
以
外
の
も
の

第
五
十
四
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
四
項
」
を「
第
十
一
条
第
五
項
」に
、「
森

林
施
業
計
画
」
を
「
森
林
経
営
計
画
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
十
九
第
二
項
中
「
育
林
の
用
に
供
す
る
土
地
の
う
ち
」
の
下
に
「
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
、「
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
お
い
て
」
の
下
に
「
平
成
二

十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
定
め
ら
れ
て
い
る
」
を
「
定
め
ら
れ
て
い
た
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
三
十
一
中
「
地
域
準
則
」
を
「
都
道
府
県
準
則
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

同
項
に
規
定
す
る
市
準
則
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
二
十
六
の
五
中
「
及
び
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
」
を
「
、
認
知
症
対
応
型
老
人
共

同
生
活
援
助
事
業
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
第
八
条
第
七
項
、
第
八
条
の
二
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、「
第
八
条
の
四
ま
で
」
の
下
に
「
、
第

九
条
第
十
五
項
」
を
、「
第
十
一
条
の
六
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
」
を
、「
第
十
二
条
の
二
の
三
第
一
項
」
の
下
に

「
、
第
十
二
条
の
二
の
四
」
を
加
え
、「
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
」
を
削
り
、「
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
」
を

「
か
ら
第
五
十
七
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
四
中
「
第
四
十
二
条
の
七
第
七
項
又
は
」
を
「
第
四
十
二
条
の
七
第
七
項
、
租
税
特
別
措
置
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ

と
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
第
五
項
又
は
」
に
改
め
、
同

条
の
表
第
八
条
の
六
第
一
項
、
第
八
条
の
十
三
第
一
項
、
第
八
条
の
十
七
第
一
項
、
第
八
条
の
二
十
第
一
項
及
び
第
八

条
の
二
十
三
第
一
項
の
項
及
び
第
八
条
の
六
第
二
項
の
項
中
「
第
四
十
二
条
の
七
第
七
項
」
の
下
に
「
、
租
税
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を

有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
第
五
項
」
を
加
え

る
。
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